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●開場は各日上映時間の30 分前です。
●申し込みは不要ですので、上映当日に会場までお越しください。
●音の聞こえづらい方をサポートする磁気ループシステムを導入しています。Tモードつき補聴器をお持ちでない方には、専用受信機を貸し出します。

10日（土）14:00～　『美しい夏キリシマ』
14日（水）19:00～　『紙屋悦子の青春』
25日（日）14:00～　『父と暮せば』
29日（木）19:00～　『黄金花 -秘すれば花、
　　　　　　　　　　 死すれば蝶 -』

　今月の本の上の映画館はポーランド出身の映画監
督、クシシュトフ・キェシロフスキ作品の特集です。
54歳で亡くなったキェシロフスキには、長編映画は数
多くありませんが、そのどれもが独特の魅力を持って
います。
　まず全 10 本からなる大作『デカローグ』から『あ
る殺人に関する物語 /ある愛に関する物語』の２作品
を上映します。『デカローグ』はモーゼの十戒をモチー
フにした作品で、人間としての道徳的戒律をテーマに
しています。
　そして続く３作品は『トリコロール３部作』と呼ばれ、
キェシロフスキ監督の最後の作品となります。それぞ
れのタイトルがフランスの国旗の「青白赤」のトリコロー
ルになぞらえてありますが、３色には「青＝自由」「白
＝平等」「赤＝博愛」という意味があり、映画にもそ
れぞれの意味が反映されています。そして３作品を通
して、各テーマカラーが本編中に散りばめられていて、
とても効果的です。主人公の乗る車の色や調度品だ
けでなく、スクリーンの端に映る小物やライティングに
まで気が配られています。
　『赤の愛』のエンディングにはついニヤリとしてしま
いますが、こういったありえない偶然がさらっと、そし
て印象的に描かれるのもキェシロフスキ作品の見どこ
ろではないでしょうか。
　少々難解であるとか、観念的であるとか言われる
キェシロフスキ作品ですが、根底にあるのはどこに住
んでいる人にも普遍的に感じられる、自分と他者との
関係性についての考察です。美しい映像美と共にぜひ
お楽しみください。

2月 6日（月）19:00～ （上映時間115分）
『ある殺人に関する物語/ある愛に関する物語』
『ある殺人に関する物語』/タクシー運転手を殺した青年…若き弁護士
の尽力も及ばず、今、極刑が下されようとしていた。あまりの重苦しさ
から、スタッフも撮影を一日延期せざるを得なかったという戦慄のクラ
イマックス。 『ある愛に関する物語』/ 青年郵便局員トメクは、向かい
に住む美女マクダを今夜も望遠鏡で覗く。ついに想いを告白したト
メクに「愛」の個人授業を施すマクダ…。 
監督：クシシュトフ・キェシロフスキ／出演：ミロスワフ・バカほか／
1988年／ポーランド／DVD／字幕　

2月19日（日）14:00～  （上映時間99分）
『トリコロール /青の愛』
自動車事故によって愛する夫と娘を失ってしまったジュリー。自らも事故
で身体と心に大きな傷を負った彼女は、生きる意欲をなくしたまま、
すべてを捨ててしまおうと決心する。夫が残した欧州統合を象徴する
未完の協奏曲も、思い出の詰まった屋敷もすべて。
監督：クシシュトフ・キェシロフスキ／出演：ジュリエット・ビノシュほか／
1993年／フランス／DVD／字幕

2月 25日（土）14:00～ （上映時間92分） 
『トリコロール /白の愛』
性的不能を理由に、フランス人の妻ドミニクから離婚を迫られたポーラン
ド人カロル。異国で途方に暮れていた彼は、同郷人のミコワイとパリ
で偶然知り合い、ミコワイに誘われるまま故郷ワルシャワへ戻る。そこで
一念発起したカロルは、ビジネスの才を発揮し富を得ることに成功した。
監督：クシシュトフ・キェシロフスキ／出演：ジュリー・デルピーほか／
1994 年／フランス＝ポーランド／DVD／字幕

2月 29日（水）19:00～ （上映時間96分） 
『トリコロール /赤の愛』
バランティーヌは、ドーバー海峡の向こうの恋人からの電話を頼りに、
モデルの仕事をしながら毎日を送っている。通りを隔てたところには
司法試験を目指すオーギュストが住んでいた。或夜、仕事帰りに犬
を轢いてしまったことから、初老の男、ジョゼフ・ケルヌに出会う。
監督：クシシュトフ・キェシロフスキ／出演：イレーヌ・ジャコブほか／
1994年／フランス＝ポーランド／DVD／字幕
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運命と偶然の中にあふれるそれぞれの愛

3月の上映予定


